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◆◆◆に対応しました。

・○○○○○○

-△△△

-□□□

各要件説明ページの見方
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本資料では、各要件のポイントとなる情報を要約して記載
しています。詳細については、intra-mart要件情報公開
サイトもしくは各製品ドキュメントをご確認ください。

※対応分類

※カテゴリ

解説している対応内容の
アップデートカテゴリ（「基盤」など）

を表示しています。

今回のアップデートで提供された対応内容の分類を
表示しています。

「アップデート」、「機能追加」、「機能強化」、「機能改
善」、「情報公開」、「運用改善」 など

対応内容の概要を解説した説明文、図、画
像などを記載しています。

intra-mart要件情報公開サイト： https://issue.intra-mart.jp
製品ドキュメントサイト： https://document.intra-mart.jp

https://issue.intra-mart.jp/
https://document.intra-mart.jp/


© 2023 NTT DATA INTRAMART CORPORATION

intra-mart要件情報公開サイト （ https://issue.intra-mart.jp/ ）

本資料では要件情報公開サイトに記載されている内容から主要なアップデート情報を記載しています。

本資料に記載されていないアップデート情報や詳細を知りたい場合などに、要件情報公開サイトも合わせ

てご利用ください。

要件情報公開サイトについて
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https://issue.intra-mart.jp/projects/iap
https://issue.intra-mart.jp/projects/iac
https://issue.intra-mart.jp/projects/bpm

カテゴリ

カテゴリ

チケット番号

チケット番号で
検索ができます。

https://issue.intra-mart.jp/
https://issue.intra-mart.jp/projects/iap
https://issue.intra-mart.jp/projects/iac
https://issue.intra-mart.jp/projects/bpm
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要件情報公開サイト： ２０２３ Autumn対応要件へのリンク①
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製品・機能 対応要件一覧URL

intra-mart Accel Platform https://issue.intra-mart.jp/projects/iap/issues?query_id=913

Accel Studio https://issue.intra-mart.jp/projects/accelstudio/issues?query_id=914

IM-BloomMaker https://issue.intra-mart.jp/projects/bloommaker/issues?query_id=902

IM-FormaDesigner https://issue.intra-mart.jp/projects/forma/issues?query_id=903

IM-BIS https://issue.intra-mart.jp/projects/bis/issues?query_id=901

IM-BPM https://issue.intra-mart.jp/projects/bpm/issues?query_id=915

IM-Spreadsheet https://issue.intra-mart.jp/projects/spreadsheet/issues?query_id=909

e Builder https://issue.intra-mart.jp/projects/ebuilder/issues?query_id=900

intra-mart Accel Archiver https://issue.intra-mart.jp/projects/iaa/issues?query_id=910

intra-mart Accel Collaboration https://issue.intra-mart.jp/projects/iac/issues?query_id=911

intra-mart Accel Documents https://issue.intra-mart.jp/projects/iad/issues?query_id=912

intra-mart Accel Kaiden! https://issue.intra-mart.jp/projects/iak/issues?query_id=931

https://issue.intra-mart.jp/projects/iap/issues?query_id=913
https://issue.intra-mart.jp/projects/accelstudio/issues?query_id=914
https://issue.intra-mart.jp/projects/bloommaker/issues?query_id=902
https://issue.intra-mart.jp/projects/forma/issues?query_id=903
https://issue.intra-mart.jp/projects/bis/issues?query_id=901
https://issue.intra-mart.jp/projects/bpm/issues?query_id=915
https://issue.intra-mart.jp/projects/spreadsheet/issues?query_id=909
https://issue.intra-mart.jp/projects/ebuilder/issues?query_id=900
https://issue.intra-mart.jp/projects/iaa/issues?query_id=910
https://issue.intra-mart.jp/projects/iac/issues?query_id=911
https://issue.intra-mart.jp/projects/iad/issues?query_id=912
https://issue.intra-mart.jp/projects/iak/issues?query_id=931
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要件情報公開サイト： 2023 Autumn対応要件へのリンク②
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製品・機能 対応要件一覧URL

IM-PDFAutoConverter https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfconv/issues?query_id=904

IM-PDFCoordinator https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfcrd/issues?query_id=905

IM-PDFDesigner https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdes/issues?query_id=906

IM-PDFDirectPrint https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdp/issues?query_id=907

IM-PDFTimeStamper https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfts/issues?query_id=908

https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfconv/issues?query_id=904
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfcrd/issues?query_id=905
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdes/issues?query_id=906
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfdp/issues?query_id=907
https://issue.intra-mart.jp/projects/pdfts/issues?query_id=908
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1. システム要件

2. Accel Platform（基盤機能）

3. Accel Studio

4. IM-BloomMaker

5. IM-Workflow

6. サービス連携

7. IM-BPM

8. intra-mart Accel Documents

9. 仕様変更

目次
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システム要件
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詳細は最新バージョンのリリースノートをご確認ください。

intra-mart Accel Platform 2023 Autumn リリースノート
https://document.intra-
mart.jp/library/iap/public/iap_release_note/texts/support_environment/index.html

https://document.intra-mart.jp/library/iap/public/iap_release_note/texts/support_environment/index.html
https://document.intra-mart.jp/library/iap/public/iap_release_note/texts/support_environment/index.html
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サポート対象の削除

Windows Server 2012/2012 R2

2023年10月10日 延長サポート期限終了

Web Server

IIS８

IIS8.5

サポート対象の追加

Amazon Linux 2023 (※)

※ wkhtmltopdf (PDF出力モジュール)の利用は動作保証外となります

システム要件 – サーバ要件
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システム要件
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サポート対象の追加

Google Chrome １１６ / Microsoft Edge １１６ (最新アップデート)

システム要件 – クライアント要件
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システム要件
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サポート対象の追加

Oracle Base Database Service

システム要件 – データベース（クラウドサービス）
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システム要件
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Accel Platform（基盤機能）
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• API キーによる Web API の認証機構を提供します
• ブラウザからのPDF出力に対応します
• エンティティ項目をマスタテーブルと連携可能にします
• フロー内でのみ有効なユーザ定義を設定可能にします
• フロー定義でエラー処理フローを定義できるようにします
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ブラウザ使用を前提としない API キーを使った認証で、

より簡単なシステム間連携を実現可能にします。

API キーによる Web API の認証機構を提供します

「APIキー発行画面」 に遷移します。

「APIキー詳細画面」 に遷移します。
発行したAPIキーの詳細を確認できます。

Accel Platform (基盤機能)
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API キー発行画面

発行ボタンをクリックすると、発行されたAPIキーがダイアログ表示されます。

有効日数、アクセス範囲、IPアドレス制限等を設定できます。

API キーによる Web API の認証機構を提供します

「発行」ボタンを押下すると、確認ダイアログが表示されます。
ここに発行されたAＰＩキーが表示されます。これをコピーして利用します。

Accel Platform (基盤機能)
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API キーを利用した Web API へのアクセス

Authorization ヘッダにベアラートークンとして API キーを送信することで

認証が行われます。

API キーによる Web API の認証機構を提供します

Accel Platform (基盤機能)
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API キー管理画面

各ユーザの API キーの発行状況を確認できます。 

また、発行された API キーの検索や削除ができます。

API キーによる Web API の認証機構を提供します

Accel Platform (基盤機能)
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ViewCreatorの帳票出力、スケジュール(Accel Collaboration)のPDF出力について、

wkhtmltopdf をインストールを行わずにPDF出力できるようになります。

新規セットアップ、バージョンアップ時のPDF出力はブラウザからの出力が標準設定となります。

wkhtmltopdf を継続使用したい場合は、設定ファイルで設定が可能です。

ブラウザからのPDF出力に対応します

Accel Platform (基盤機能)
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IM-Repository エンティティ項目をマスタテーブルと連携する機能を提供します。

マスタテーブルと連携することで、関連する複数のテーブルをまたがってデータを取得することが可

能になります。（SQLのJOINを利用した場合と同様のデータ取得を可能にします。）

エンティティ項目をマスタテーブルと連携可能にします

ユーザ（参照先） ツイート コンテンツ（参照先）

ユーザID

ユーザー名

ロケール

ツイートID

コンテンツ

ユーザID

ユーザ名

ツイートID

コンテンツ

結合条件 結合条件

利用イメージ

「ツイート」エンティティの
『コンテンツ』『ユーザー名』は、結合条件に
一致する別テーブルの値が参照されます。

Accel Platform (基盤機能)
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エンティティの「データ定義」 - 「参照項目設定を追加」 から参照設定を行うことができます。

エンティティ項目をマスタテーブルと連携可能にします

Accel Platform (基盤機能)
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エンティティ項目をマスタテーブルと連携可能にします

エンティティ、テーブルをいずれかを選択

参照項目、結合条件、絞り込み条件を設定

Accel Platform (基盤機能)

エンティティの「データ定義」 - 「参照項目設定を追加」 から参照設定を行うことができます。
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IM-LogicDesigner フロー内でのみ有効なユーザ定義を設定可能にします。

ユーザ定義を作成したフロー内でのみ有効となり、ユーザ定義一覧に表示されません。

フロー内でのみ有効なユーザ定義を設定可能にします

Accel Platform (基盤機能)
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ロジックフロー定義編集画面から作成したユーザ定義が対象になります。

フロー内でのみ有効なユーザ定義を設定可能にします

Accel Platform (基盤機能)
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IM-LogicDesigner タスクの実行時にエラーが発生した際の処理を設定するタスクを提供します。

フロー定義でエラー処理フローを定義できるようにします

• フローの実行時にエラーが発生した場合に

共通のエラー処理を実施できるタスクを追

加します。

• タスクごとにエラー判定の分岐処理を配置

する必要がなくなり、わかりやすい処理フ

ローの作成が可能になります。また、１つの

フローに配置するタスクを削減できます。

Accel Platform (基盤機能)
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その他、以下の要件を2023 Autumnで対応しました。

その他

• IM-LogicDesigner 処理結果情報にエラーに関する詳細情報を追加します。

• 処理結果情報にエラー時のStackTrace情報やレポート情報を追加しました。

• これらを確認・通知することでエラー内容をより詳細に確認できるようになります。

• IM-LogicDesigner フロー定義編集画面 フローエレメントの配置領域を広げます。

• フローエレメントの配置領域を1.5倍に広げました。

• これにより1つのフロー定義により多くのエレメント（タスク）を配置できるようになります。

• IM-LogicDesigner SSHタスク 公開鍵認証方式で扱える秘密鍵の形式を追加します。

• 今まで利用できなかった秘密鍵の形式を利用したSSHタスクの処理が行えるようになります。

Accel Platform (基盤機能)
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Accel Studio

23

• インポート時にアプリケーションの差分を表示する機能を提供します

• アプリケーションのアーカイブを作成し、任意のアーカイブから復元可能にします

• アプリケーションのリソース関連図を表示します

• Accel Studioアプリケーションのリクエストログ、およびシステムログを

オンラインで確認可能にします

• アプリケーションのテンプレートを作成可能にします
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インポート時にアプリケーションの差分を表示する機能を提供します。

ユーザーは、インポートを実行する前に現在の環境に入っているアプリケーションに対する影響範囲

を確認することができます。

インポート時にアプリケーションの差分を表示する機能を提供します

Accel Studio
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IM-LogicDesigner - 差分表示

以下を差分として確認可能になります。
・フロー定義情報
・入出力定義
・変数定義
・定数定義
・基本情報

編集中のフローと編集前の内容を比較する

Accel Studio
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編集中のフローと編集前の内容を比較する

IM-LogicDesigner - 差分表示

Accel Studio
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バージョン間のフロー差分比較

バージョン一覧から比較元・比較先を選択して差分表示することができます。

IM-LogicDesigner - 差分表示

Accel Studio
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IM-Repository のエンティティおよび辞書項目の

変更履歴ごとの差分を表示する機能を提供します。

IM-Repository - 差分表示

差分を比較したい履歴にチェックし、
「差分を表示する」をクリックすると差分表示画面に遷移します。

Accel Studio
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IM-Repository のエンティティおよび辞書項目の

変更履歴ごとの差分を表示する機能を提供します。

IM-Repository - 差分表示

Accel Studio
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IM-Workflow のフロー定義の差分を表示する機能を提供します。

同一フロー定義のバージョン間の差分を比較する

異なるフロー定義との差分を比較する

IM-Workflow - 差分表示

Accel Studio
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IM-Workflow - 差分表示

比較元を「指定のフロー」に設定することで、
選択した別フローとの差分を表示することができます。

Accel Studio
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アプリケーションのアーカイブ機能

アプリケーションのアーカイブを作成し、任意のアーカイブから復元可能にします。

任意のアーカイブを選択して「復元」することで、アーカイブ作成時点の資材に復元することができます。

Accel Studio
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アーカイブ適用時にもインポートと同様にリソースの差分を確認できます。

アプリケーションのアーカイブ機能

各リソースの差分を確認可能

Accel Studio
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アプリケーションのリソース関連図を表示します

リソース同士の関連から、アプリケーションの構成を俯瞰で確認できます。

Accel Studio
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Accel Studioアプリケーションに関するリクエストログをオンラインで確認できるようにします。

IM-BloomMaker とIM-LogicDesigner に関するルーティング定義が呼び出された際の

リクエストログをオンラインで確認可能にします。

Accel Studioアプリケーションのリクエストログを
オンラインで確認可能にします

登録ボタンを押下した際にLogicDesignerのREST APIが呼び
出される
【ルーティング】 accel-studio-app/pc_management

Accel Studio
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Accel Studioアプリケーションに関するリクエストログをオンラインで確認できるようにします。

IM-BloomMaker とIM-LogicDesigner に関するルーティング定義が呼び出された際の

リクエストログをオンラインで確認可能にします。

Accel Studioアプリケーションのリクエストログを
オンラインで確認可能にします

登録ボタンを押下した際にLogicDesignerのREST APIが呼び
出される
【ルーティング】 accel-studio-app/pc_managementリクエストパラメータが確認可能になりました。

Accel Studio
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ログは、画面上から以下条件で検索し、絞り込むことが可能です。

Accel Studioアプリケーションのリクエストログを
オンラインで確認可能にします

Accel Studio
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Accel Studioアプリケーションに関するシステムログをオンラインで確認できるようにします。

Accel Studioアプリケーションの
システムログをオンラインで確認可能にします

■ システムログの出力対象

IM-LogicDesigner

• ログ出力タスクで出力されたログ
• エラーが発生した際のログ

IM-Workflow

• 非同期処理のエラーログ

Accel Studio
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アプリケーションのテンプレート化機能

作成済のアプリケーションを元にユーザーがテンプレートを自作可能にします。

元となるアプリケーション 自作テンプレート

「次へ」ボタンを押下すると、
アプリケーション作成画面に遷移します。

テンプレート作成画面で
テンプレートを作成する

Accel Studio
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テンプレートに含まれる定義情報
• テンプレートに含めるリソース群を表示します。
• テンプレートに含まれている定義に紐づくリソースを表示します。

各種定義IDに関する設定
• テンプレートから作成したアプリのIDの入力パターンを決めます。

テンプレート情報
• テンプレート名やIDなどの基本情報を入力します。

テンプレート作成画面では以下の情報を指定してテンプレートを作成します。

アプリケーションのテンプレート化機能

Accel Studio
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アプリケーションのテンプレート化機能

テンプレートから作成したアプリケーションの資材は、別IDでコピーされます。

共通資材として、複数アプリケーションで同じ資材を利用することも可能です。

自作したテンプレート

画面

ロジック

データ定義

IM-BloomMaker

コンテンツ定義A

IM-LogicDesigner

フロー定義B

IM-LogicDesigner

フロー定義C

IM-Repository
備品エンティティ

作成したアプリケーション

ロジック

IM-BloomMaker

コンテンツ定義Aのコピー

IM-LogicDesigner

フロー定義Bのコピー

IM-LogicDesigner

フロー定義C

IM-Repository
備品エンティティのコピー

画面

データ定義

Accel Studio
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「エンティティ」作成の簡易モードを提供します

エンティティを利用するテンプレートで、簡易にエンティティを作成可能にするモードを提供します。

従来の詳細に情報設定可能な
入力モードも利用可能です。

入力項目が少なくなりました。

Accel Studio
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Accel Studioアプリケーションで利用できる自動採番機能を提供します。

アプリケーション管理画面から採番定義を作成します

LDタスク（採番取得タスク、採番リセットタスク）から採番定義を利用可能です。

Accel Studioアプリケーションで利用可能な採番定義機能を提供します

Accel Studio
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採番定義は、「文字列」、「区切り文字」、「日付形式」、「年度」を組み合わせて作成できます。

Accel Studioアプリケーションで利用可能な採番定義機能を提供します

採番定義に利用する値は自由に順番を入れ替えたり、
数を増やしたり減らしたりすることができます。

Accel Studio
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ガントチャートテンプレートを提供します

Accel Studio
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一覧画面を改善し、大量データをフェッチ取得するように改善しました。

また、在庫管理テンプレートにおいて、UIデザインの刷新を行いました。

マスタメンテナンステンプレート
および在庫管理テンプレートの一覧を改善します

※画面は開発中のものです。

改善前 改善後

Accel Studio
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その他、以下の要件を2023 Autumnで対応しました。

その他

• シンプルなワークフローテンプレートで、明細テーブルを利用できるようにします。

• マスタメンテナンステンプレートと同様に、明細テーブルを利用できるようになります。

• 認可設定画面のパフォーマンス改善

• Accel Studioの認可設定画面のパフォーマンスを改善しました。

Accel Studio
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IM-BloomMaker

48

• リッチテーブルエレメントで大量データを扱えるように改善します

• アップロードしたファイルの追加、削除を行いやすくします

• 設計書出力のパフォーマンスを改善します
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リッチテーブルのソート、ページ遷移時にアクションを呼び出せるようにしました。

表示する件数分のデータのみ取得する処理を実装し、上記のアクションに設定することで、

大量データの場合でもリッチテーブルをご利用いただけるようになりました。

リッチテーブルエレメントで大量データを扱えるように改善します

IM-BloomMaker
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リッチテーブルのソート、ページ遷移時にアクションを呼び出せるようにしました。

表示する件数分のデータのみ取得する処理を実装し、上記のアクションに設定することで、

大量データの場合でもリッチテーブルをご利用いただけるようになりました。

リッチテーブルエレメントで大量データを扱えるように改善します

ページを切り替えた際に
実装したデータ取得処理を呼び出す

IM-BloomMaker
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リッチテーブルのソート、ページ遷移時にアクションを呼び出せるようにしました。

表示する件数分のデータのみ取得する処理を実装し、上記のアクションに設定することで、

大量データの場合でもリッチテーブルをご利用いただけるようになりました。

リッチテーブルエレメントで大量データを扱えるように改善します

ページを切り替えた際に
実装したデータ取得処理を呼び出す

現在のページ数、
表示件数、検索条件
などの情報を送信

テーブルに表示する件数分
のデータを返却する

IM-BloomMaker



© 2023 NTT DATA INTRAMART CORPORATION

ファイル情報の登録・取得タスクでは、アプリケーションの情報を保持するapplicationId、ファイル情報

に独自の情報を付与するためのbusinessKeyフィールドが用意されていましたが、

Map 型の metadata フィールドを追加して、複数の値を保持できるようにしました。

ファイル情報の登録・取得タスクで、
ファイルに紐づける独自の値を保持する機能を追加します

ユーザデータID

アプリケーションID 

添付ファイルA

添付ファイルB

IM-BloomMaker
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アップロードしたファイルの追加、削除を行いやすくします

IM-LogicDesigner にタスク「ファイル情報の一括置換」を追加しました。

変更前のファイルキー情報
（beforeFileKeys）

変更後のファイルキー情報
（afterFileKeys）

ファイルA ファイルB ファイルA ファイルC

ファイルA ファイルC

削除追加変更なし

一括置換

ファイルB

入力されたファイルキーの
情報を比較して、
登録・削除を一括で行います。

IM-BloomMaker
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コピー元とコピー先のエレメントセットを１つのコンテンツに配置して競合が発生した場合に「複製する」を

選択肢を追加しました。

エレメントセットの配置時に競合が起こった場合、複製する選択肢を追加します

「複製する」を選んだ場合、エレメントセットを
コピーした段階で ID を振り直します。

IM-BloomMaker
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テキスト入力やラジオボタン、ハイパーリンク等の入力系のエレメントに

タブインデックスが指定できるようになりました。

入力系のエレメントにタブインデックスを指定できるようにします

フォーカスを移動させる順番を整数で設定できます

IM-BloomMaker
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エレメントに指定したアクションの横にアイコンを追加し、このアイコンから指定したアクションを開くよう

に改善しました。

イベントに設定したアクションをすぐ確認できるようにします

IM-BloomMaker
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IM-Spreadsheet の 8.0.3 以降で利用できるプラグインを利用できる

ように改善します。 

sheets.print （印刷機能）

sheets.pdf （PDF 出力機能）

sheets.barcode （バーコード機能）

スプレッドシートエレメントで PDF を出力できるように改善します

IM-BloomMaker
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設計書出力のパフォーマンスを改善しました。

弊社の検証環境で測定した出力例を以下に提示します。

※本検証内容のパフォーマンスは動作環境によって異なる場合があります。

設計書出力のパフォーマンスを改善します

コンテンツ 2022 Winter 2023 Spring 2023 Autumn

label 一つ 748 ミリ秒 690 ミリ秒 171 ミリ秒

BloomMaker版
IM-共通マスタ ユーザ一覧

19.9 分 6.4 分 0.086 分 ( 5.15 
秒)

IM-BloomMaker

設計書出力パフォーマンス比較（バージョン別）
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IM-Workflow

59

• アクション処理のパラメータを追加しました
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アクション処理内で、処理モーダル（標準処理画面）上で

入力したデータを取得できるようにします。

アクション処理のパラメータを追加します

IM-Workflow
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IM-Spreadsheet

61

• SpreadJS のバージョンを 16.1.4 へ更新します。
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IM-Spreadsheet 8.0.13 で同梱する SpreadJS のバージョンを

12.1.6 から 16.1.4 に更新しました。

SpreadJS 16.1.4 で利用可能な各機能が使えるようになりました。

リボンコンテナ機能を利用したことで従来のリボンからUIが刷新されました。

新ファイルフォーマット（SJS形式）に対応したことで、大幅に少ないサイズでデータを保存したり、高速にExcelのイン

ポート・エクスポートを行うことができるようになりました。

SpreadJS のバージョンを 16.1.4 へ更新します。

IM-Spreadsheet 8.0.12 以前のライセンスを購入されている
お客様は SpreadJS V16J のライセンスへの更新が必要です。
また、過去バージョンのライセンスとの共存は不可となります。

（※） 2023Autumn以前の IM-Spreadsheet と互換性があるため、
アップデートを行っても、過去のスプレッドシートを新バージョンでご利用いただくことができます。

IM-Spreadsheet
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2023Spring以前のリボン部分

2023Autumn以降のリボン部分

バージョン更新に伴い、リボン部分のUIが刷新しました。

SpreadJS のバージョンを 16.1.4 へ更新します。

IM-Spreadsheet
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サービス連携

64

• Box連携用のAPIをリリースします
• WinActor連携モジュールを大規模利用に対応します
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Box連携モジュールをJavaEE開発モデル、スクリプト開発モデルで利用可能にします。

パブリックストレージやSharePointなど、ストレージを切り替えるだけで同じファイル操作をできる

ようになります。

また、外部ストレージサービスの違いを意識せずにロジックを作成できるようになります。

Box連携用のAPIをリリースします

ストレージ互換
API

New

サービス連携
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数百台規模でのWinActor連携が管理できるよう、連携設定を強化します。

大量エージェント管理に適用した設定画面の追加

設定情報のDB化(テーブル化)により、IM-LogicDesignerやプログラムでの管理に対応

Excelエクスポート／インポートに対応

ステータス管理や管理用情報を追加

WinActor連携モジュールを大規模利用に対応します

大量のロボット
実行

画面

Excelインポート
エクスポート

DB
テーブル

設定
実行

サービス連携
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WinActor連携モジュールを大規模利用に対応します

エクスポート・インポート機能

フィルタリング機能

ステータス管理備考（メモ）機能

サービス連携
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IM-BPM

68

• IM-FormaDesignerで作成したフォーム画面呼び出し時に

アプリケーションのバージョンを指定できるようにします

• コールアクティビティにて呼び出し対象の

プロセス定義のバージョンを指定できるように改善します

• 期間計算で営業日・勤務時間を考慮するオプションを提供します

• 一覧画面の日時項目に対して時刻を指定して検索できるように改善します

• プロセス参加者向けのプロセス一覧画面を提供します
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IM-FormaDesignerで作成したフォーム画面の呼び出しでバージョンを指定可能にします。

アプリケーションの状態に関係なく、呼び出す画面を固定できるため、業務プロセス改善時の調査・検

討の工数を削減できます。

IM-FormaDesignerで作成したフォーム画面呼び出し時に
アプリケーションのバージョンを指定できるようにします

Ver:1

Ver:2

バージョン「１」を指定

バージョン「２」を指定

IM-BPM
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コールアクティビティによるプロセスの呼び出しを行う際に、

プロセス定義のバージョンを指定可能にします。

他プロセスからの呼び出し有無を気にせず、業務プロセスの改善を行うことができます。

コールアクティビティにて呼び出し対象の
プロセス定義のバージョンを指定できるように改善します

Ver:1

Ver:2

IM-BPM
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IM-BPMプロセスにおける周期、期間などの計算時に、タイムゾーンの指定やカレン

ダーとの連携、カスタムカレンダーロジックが設定可能になります。

これにより、営業日を意識した期間計算を行えるようになり、より業務実態に即したプロセスを設計

できます。

期間計算で営業日・勤務時間を考慮するオプションを提供します

タイマ開始イベント

タイマキャッチイベント

タイマ境界イベント

IM-BPM
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標準の一覧画面の日付項目にて時刻を含めた条件を設定できるように改善します。

優先度の高いタスクなどの検索をスムーズに行うことができます。

一覧画面の日時項目に対して
時刻を指定して検索できるように改善します

IM-BPM
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IM-BPMプロセス参加者向けのプロセス一覧画面を提供します。また、プロセス参加者

をプロセス定義に設定できるようにします。

「IM-BPM管理者でなくても、自身に関連するプロセスの状況を閲覧したい」というBPM導入の根

本的なニーズを開発せずに実現できます。

プロセス参加者向けのプロセス一覧画面を提供します

実行中のプロセスに
関係者を追加可能

検索条件は保存、共有可能

プロセス定義に関係者を指定可能

IM-BPM
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intra-mart Accel Documents

74

• IM-LogicDesigner タスクを追加します
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以下のintra-mart Accel Documents連携用のIM-LogicDesignerタスクを

追加します。

IM-LogicDesigner タスクを追加します

• フォルダ検索

• フォルダコピー

• フォルダ移動

• ドロワ検索

• 保管設定付与

• 保管設定取得

• 保管文書更新

• 保管設定解除

Accel Documents
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仕様変更

76

• 環境の homeUrl から、先頭のスラッシュを削除します

• Android 版 IM-Notice の API レベルを更新します

• セイコータイムスタンプサービスのセキュリティ対策に

伴うサービスURL変更について
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環境変数の homeUrl から先頭のスラッシュを削除します。
これにより、homeUrlを利用している箇所に影響が及ぶ可能性があります。

環境の homeUrl から、先頭のスラッシュを削除します

【影響発生例】

カスタムスクリプトで先頭の文字を削除している場合
$variable.toHome = 
$env.accountContext.homeUrl.slice(1);

=> home // 2023 Spring まで
=> ome // 2023 Autumn から

仕様変更（IM-BloomMaker)
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Android 版 IM-Notice の API レベル を更新します。

2023 年 8 月 31 日以降、 API レベル 30 以前の場合、アプリの対象 API レベ

ルよりも新しい Android OS を搭載した端末の Google Play では検索できな

い仕様となりました。

今回の更新では targetSdkVersion （アプリが動作するAPIレベル） を 29 から 

33 に更新しました。

Android 版 IM-Notice の API レベルを更新します

仕様変更（Accel Platform)
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セイコータイムスタンプサービスのセキュリティ対策（TLS1.2対応）に伴いタイムスタンプ

サービスの接続先 URLが変更されます。

以下の製品をご利用いただいている場合、接続先のURLを、

「2023年11月12日(日)」までに、ご変更いただく必要がございます。

セイコータイムスタンプサービスのセキュリティ対策に伴う
サービスURL変更について

79

【対象製品】 IM-PDFTimeStamper
※  接続先URLをご変更いただかないと、上記期日以降、本サービス連携が出来なくなります。

詳細につきましては、以下の通り、FAQサイトにてご案内をしております。

「セイコータイムスタンプサービスのセキュリティ対策に伴うサービスURL変更について」
https://product.intra-mart.support/hc/ja/articles/20860416899353

仕様変更（セイコータイムスタンプ)

https://product.intra-mart.support/hc/ja/articles/20860416899353
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• 当資料はアップデートの主要トピックスに限定した説明資料です。

アップデートに関する情報は要件情報公開サイトをご参照下さい。

https://issue.intra-mart.jp/

• システム要件や制限事項につきましては各製品のリリースノートを必ずご確認下さい。

https://www.intra-mart.jp/document/library/

ご質問等ございましたら、下記へお問い合わせください。

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ・イントラマート

セールス＆マーケティング本部

電話番号： 03-5549-2821

E-mail： contact@intra-mart.jp

https://issue.intra-mart.jp/
https://www.intra-mart.jp/document/library/
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